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　伊賀風土 FOODマーケットが、伊賀鉄道上野市駅
前多目的広場で開かれました。これは、今年３月に１
回目を開き、今回が３回目となる催しです。
　会場には、伊賀地域が誇る伊賀牛や伊賀米、伊賀酒、

和菓子など
のこだわり
の食材や商
品を扱う、

約40の店舗が軒を連ねました。
　市外から来たという家族連れ
は、「ていねいに作られた本当に
いいものが売られていると感じ
ました。」と話していました。
　この催しは毎月第２日曜に開
催していて、次回は６月 8日㈰
に予定しています。

伊賀風土 F
ふ ー ど
OOD マーケット（５月 11 日）

伊賀の美味しいものを求めて

▲

▲

伊賀米を使ったみたらし団子や、伊賀産の大豆
　で作られた豆腐田楽、伊賀産の農産物などのほか、
　鮎といわなの塩焼き、伊賀の陶芸作家による陶器
　などが並びました。

伊賀線まつり（５月３日）
電車大好き！

　伊賀鉄道上野市車庫で、伊賀線
まつり 2014が開催されました。
　車掌体験コーナーでは、本物の
電車内で伊賀鉄道の制服を着て、
車内アナウンスや車両の扉を開け
閉めすることができます。体験し
た子どもたちは、アナウンス原稿
を上手に読みながら、車掌になりきって運転席のレ
バーなどを操作していました。
　また鉄道グッズの販売や模型運転体験などもあり、
訪れた人たちは思い思いに楽しんでいました。この日
は約２千人が訪れ、賑わいを見せました。

▲忍者列車の模型が走るジオ
　ラマを真剣に目で追う子
　どもたち

▲運転席から見える景色が映
　し出されたテレビ画面を
　見ながら、手元のコントロー
　ラーを使って運転シミュ
　レーションを体験しました。

　柏尾地区の田んぼでどろんこ田植え体けんを行いま
した。どろんこ遊びでは、はだしで田に入ると、「だ
るまさんがころんだ」や「棒とり競争」などをして、
全身泥だらけになりながら楽しそうにはしゃぐ姿がみ
られました。また、田植え体験では、苗が倒れないよ
うに慎重に植えていき、田一面に苗を植えました。
　お昼には、青山ししの会や地元のボランティアが用
意したおにぎりを家族で食べました。

どろんこ田植え体けん（５月５日）

田んぼでたくさん遊んだよ

▲棒取り競争で田に刺し
　た竹の棒に向かって走
　る子どもたち▲

市内外の３歳から小学
　校６年生までの 40 人
　の子どもたちが青山
　キャラバン先生の指導
　で米作りの一部を体験
　しました。
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▲

ステージから人気テレ
　ビ番組のキャラクター
　の着ぐるみが交通安全
　を呼びかけました。
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　初夏を思わせる好天のも
と、会場では地元地区など
によるたくさんの出店が並
び、焼きそばや焼き鳥、雑
貨などが販売され、家族や
友だち同士で買い求める姿
が見られました。
　広場に設置されたステー
ジでは、ふるさと音頭保存
会による芭蕉音頭や伊賀町

音頭などの踊りや、若杉会による江州音頭が披露さ
れ会場を盛り上げました。この日は、市内外から約

１万６千人が訪れ、きれいに咲くつつじを愛でながら
祭りを楽しんでいる様子でした。
　また、伊賀市交通安全協会の催しでは、余野部克治
会長が、高齢者が事故にあう割合が高いことを述べ、
ブースでは反射たすきを配布して交通事故防止を呼び
かけました。

第27 回余野公園つつじ祭（５月11 日）

山を彩るつつじのもとで

▲都美恵神社で思い思いに散策
　したあと、徳永寺に向かいま
　した。

　つつじ祭ウオークは、
余野公園つつじ祭にあ
わせて毎年行っている
イベントで、参加者は柘
植駅を出発して都

つ み え
美恵

神社、徳永寺、横光利
一文学碑、柘植歴史民

俗資料館を見学しながら、五月晴れの空のもと、つつ
じ祭の会場である余野公園までの約４㎞の行程を楽し
みました。

　各見学場所では、今年は芭蕉翁生誕 370 年の年と
いうことで芭蕉翁に扮した、いがまちふるさと三重の
語り部、中川甫さ
んが説明をし、参
加者は真剣に聞い
ていました。

つつじ祭ウオーク（５月 11 日）

風薫る５月の歴史散歩

▲

満開のツツジの間を散策
　する人たち

▲

語り部とともに
　柘植駅を出発し
　歩き始める参加
　者たち


